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研究の目的・背景等
65歳以上の人口割合は29%を越えて増加し続けており、健康寿命延伸に寄与する食生活へ

の関心は高い。2015年に機能性表示食品制度が開始し、生鮮農産物の機能性を表示すること
が可能となったことから、消費者ニーズに応え、農業・食品産業の活性化と健康寿命延伸の
実現に貢献する、農産物及びその加工食品の機能性表示食品開発が求めらた。

研究の概要
機能性表示食品開発グループでは、増加の一途をたどる生活習慣病のリスク低下に着目し

て、健康機能が期待される主要な農産物であるリンゴ及びホウレンソウなど、また地域特産
物であるへチマ（沖縄）及び納豆（茨城）などについて、農産物・食品の機能性表示に必要
な、研究レビュー（図１）またはヒト介入試験（図２）による科学的根拠の提示、機能性関
与成分の分析法開発及び有効含量を維持する規格の設定（図３）を行い、販売者を介して届
出を行った（図４）。

社会実装の状況
生鮮ホウレンソウ、リンゴ及びヘチマの機能性表示により市場価格で3割以上の高値での

販売が可能になった。リンゴ加工食品も含めて、それらの市場が拡大しつつある。
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図１ 農研機構で公開中の農林水産物の研究レビュー
15件の研究レビューは121件（うち生鮮食品53件（全体の約40%））
の機能性表示の届出に活用されている。（2021年11月現在）

図３ 2日間の真空包装によるハウスへちまのGABA
含量増加
真空パックすることにより食用へちまに含まれる機能性関与成分GA
BAを安定的に増加させる方法を開発し、1日摂取量200g（約1
個）を決定した。

図４ 地域農産物の機能性表示のための手引書
農産物と等の機能性表示届出や健康に配慮した加工食
品の開発に向けた、技術のポイントと研究事例を紹介した手
引書を公開した。（2021年8月）
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図２ ポリ γｰグルタミン酸（γｰPGA）高含有納豆の
食後血糖値上昇抑制作用
成人男女に粘り成分γｰPGA を多く含む納豆を白米と同時に摂
取してもらうと食後短時間での血糖値の上昇が抑制された。
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